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はじめに

創立１００周年を迎えた今年、にしてつグループでは将来ビジョンを策定いたしました。
このビジョンは、中国・インドなど新興諸国の経済発展や国内の人口減少に代表され
る今後の環境変化に果敢に挑戦していくための長期的な方向性を描いたものです。
次の新しい時代に向け、にしてつグループはさらなる成長を続けてまいります。

にしてつグループの企業理念

人を活かす経営 お客さまの期待の創造 新しい事業価値の創造 グループ総合力の発揮

にしてつグループは、「出逢いをつくり、期待をはこぶ」事業を通して、
“あんしん”と“かいてき”と“ときめき”を提供しつづけ、

地域とともに歩み、ともに発展します。

にしてつグループ将来ビジョン２０１８にしてつグループ将来ビジョン２０１８

『『弛まぬ変革弛まぬ変革』』 ～高品質、高付加価値の追求～高品質、高付加価値の追求 ～～
たゆ

にしてつグループは、お客様への高品質な価値の提供と付加価値創造力
の向上を目指し、環境の変化に対応して弛まぬ変革を続けてまいります。
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１ 事業環境の変化 -にしてつグループ１００年の歩み-

単体営業収益

連結営業収益

２００８年３月期連結営業収益

３，６２０億円

1942年 ５社合併、西日本鉄道㈱誕生
1939年 福岡－大牟田間全線開通
1932年 遊園地事業に参入（到津遊園開園）
1908年 九州電気軌道㈱設立

1957年 旅行業に参入
1951年 筑豊電気鉄道㈱設立
1950年 貸切バス営業開始
1949年 東証上場、タクシー業に参入
1948年 航空代理店事業を開始

１００年前の誕生以来、常に時代のニーズを読み取り、成長を続けてきました

1979年 軌道福岡市内線全廃
1973年 高速バス運行開始、広告代理店業開始
1971年 国際物流米国法人設立
1969年 流通事業に参入、西鉄グランドホテル開業
1966年 住宅分譲事業に本格参入
1961年 福岡駅高架化、バスセンター営業開始

福岡ビル竣工、西鉄名店街開業

1999年 ソラリア開発計画完了
ビジネスホテル事業参入

1994年 マンション・サンリヤンシリーズ販売開始
1991年 国際物流英国法人設立
1986年 バス分社化開始
1983年 夜行高速バス「ムーンライト」運行開始

国際物流ＷＡＣＯへ加盟

2008年 ＩＣカード『ニモカ』サービス開始
2006年 スーパー『スピナ』西鉄グループ入り

ＳＵＮＱパス全九州発売開始
2003年 エコルカード発売開始
2000年 100円バス運行開始、軌道北九州線全廃

1977年より連結決算開示
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１ 事業環境の変化 -重視する環境変化と経営の方向性-

人口減少に伴う国内経済の成長鈍化

新興国の経済発展と多極化

ＩＴ技術の進展によるユビキタス社会の本格到来

資源の希少化、低炭素社会への構造変化

社会全体の環境変化

お客様、地域からの信頼向上

・ 安全、ＣＳ、環境配慮など

ＣＳＲ経営の推進
グローバル化・ボーダレス化の進展

重視する環境変化 経営の方向性

競争力の強化

・ 提供する商品サービスの質の向上

・ 地域との関係強化

・ グループ連携の強化

グループ事業価値の拡大

・ 成長市場への対応強化（国際物流）

・ 時代の変化を捉えた

新しい事業価値の創造

・ 事業構造改革と事業選別の加速

福岡都市圏への人口・都市機能の集中

アジア（中国・韓国）との交流拡大

福岡都市圏外における人口減少・高齢化の進行と
都市構造の変化（コンパクトシティ化）

福岡県を中心とした環境変化

交通インフラ整備による人の動きの変化
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２ 事業ポートフォリオの将来像

地域マーケットビジネスの深化と国際物流ビジネスの拡大を機軸とした事業展開

地域マーケット
ビジネス

地域マーケット
ビジネス

交通事業・街づくり事業・流通事業をコアとして地域密着とグループ連携を強化し、お客様に高品質な商品サービスを提供する
『地域マーケットビジネスユニット』を拡大。成長する国際物流市場の中で、航空貨物事業を軸に海運事業、ロジスティクス事業
を加え、世界のお客様に高品質な総合物流ソリューションを提供する『国際物流ビジネスユニット』を拡大。
そして２つのビジネスユニットとのシナジーを活かす視点で「新しい事業価値創造」に挑戦し、企業価値の向上を目指します。

ツインビジネス・ユニット構想

海運

ロジスティクス

新しい
事業価値創造

航空貨物

国際物流
ビジネス

国際物流
ビジネス

交通

流通

街
づくり
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・ 技能伝承、マネジメント力強化、自己啓発のための仕組みづくり
・ 風通しの良い企業風土づくり（コミュニケーション向上）

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み

持続的成長を支える人材力の向上

・ 便利で快適な公共交通サービスへの進化
・ 地域の魅力を向上させる『まちづくり』の推進
・ 地域に密着した生活サポートサービスの充実

・ 総合ロジスティクスプロバイダー化の推進
・ 国際ネットワークの拡充
・ 高品質なソリューション提供力の強化

・ ＩＣカード「ニモカ」の地域通貨としての地位確立
・ 時代の変化を捉えたグループ連携による新たな取り組み
・ 地域マーケットビジネスノウハウの域外展開

地域マーケットビジネスの高品質化・高付加価値化

新しい価値創造への挑戦

国際物流ビジネスの積極展開
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地域マーケットビジネスの高品質化・高付加価値化

① 便利で快適な公共交通サービスへの進化

・ 利便性快適性を向上させる新商品、サービスの開発 （ＩＴ・ＩＣカード活用等）

・ ＩＴの積極活用による事業効率性の向上

・ 他交通手段との結節強化

・ 地域、行政連携による公共交通利用促進の取り組み実践 （環境・高齢者対応、地域活性化等）

② 地域の魅力を向上させる『まちづくり』の推進

・ 天神をはじめとした福岡都心部・北九州都心部の街づくり推進

・ 鉄道バス沿線活性化の推進と旅客需要の創造

・ まちづくりに関わる専門能力を有する人材の確保と育成

③ 地域に密着した生活サポートサービスの充実

・ 地域ニーズを捉えたストア店舗運営と店舗網充実

・ 地域密着拠点としてグループ事業の複合集積を推進

交通

地域マーケット
ビジネス

地域マーケット
ビジネス

流通

街
づくり

地域マーケットビジネスの高品質化・高付加価値化

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み
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①① 便利で快適な公共交通サービスへの進化便利で快適な公共交通サービスへの進化

地域マーケットビジネスの高品質化・高付加価値化

・ 地デジ放送へのバスナビサービス展開
・ 携帯ナビゲーションとの連携サービス
・ ＰＣ、携帯電話での座席指定
・ ＩＣカード活用による連携商品開発

・ 時刻表検索システム
・ バスナビ
・ デジタルタコグラフ
・ デジタル行先表示機
・ 楽バス
（高速バスネット予約とコンビニ発券）

・ スピード・追突警報装置
・ ＩＣカード導入
など

これから・・・これまでの取り組み

ＩＴ技術・ＩＣカード活用によるきめ細やかなサービス

・ 運行途中での系統表示統一
→ お客様のわかりやすさ向上

・ 柔軟な車両運行による乗車効率の向上
→ コスト削減、ＣＯ２削減

デジタル行先表示機の高度活用によるサービス
向上と運行効率化

･
･
･

環境にも優しい
バスへ

利便性快適性を向上させる新商品、サービスの開発（ＩＴ・ＩＣカード活用等）
ＩＴの積極活用による事業効率性の向上

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み

ＩＴを活用した安全技術の向上
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地域、行政連携による公共交通利用促進の取り組み実践

公共交通の利用促進等
に関する各種活動の強化例

四者のパートナーシップによる活動を強化

地域マーケットビジネスの高品質化・高付加価値化

従来の取り組み
公共交通機関の利便性向上に向けた

交通事業者の取り組みが中心

新たな取り組み
行政、企業、地域住民との連携等従来にない新しいアプローチに

よる公共交通利用促進等の取り組みへシフト

バス専用レーンの拡充

乗継拠点の整備と制度の充実

ノーマイカーデー・エコ通勤の推進

パーク＆ライド・
フリンジ駐車場の整備

ロードプライシングや
トランジットモールの導入

都市部へのＬＲＴ導入

・ 公共交通利用に関する取り組み
・ 従業員への啓発活動

・ 交通事業者・企業等への支援
・ 企業、地域住民への啓発活動

・ 各取り組みへの協力
・ 公共交通機関の活用

交通事業者 企業

地域住民行政

①① 便利で快適な公共交通サービスへの進化便利で快適な公共交通サービスへの進化

観光施設等とのタイアップ
（シャトルバス、買物割引等）

モビリティマネジメント

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み

・ 鉄道の高速化・近代化
・ バスロケーションシステムの導入
・ 共通ＩＣカードの導入

環境負荷低減社会への移行
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地域マーケットビジネスの高品質化・高付加価値化

②② 地域の魅力を向上させる地域の魅力を向上させる『『まちづくりまちづくり』』の推進の推進

大牟田

有
明
海

博多湾

熊本県

福岡県

佐賀県

西
鉄

天
神
大
牟
田
線

西
鉄

甘
木

線

甘木

西
鉄
貝
塚
線

新宮

貝塚

西鉄福岡
（天神）

柳川市
・観光資源を活かしたエリアマネジメント
・駅周辺整備
・パーク＆ライド駐車場

大牟田市
・街なか居住推進
・駅周辺開発
・パーク＆ライド駐車場

福岡市
・バス営業所等高度利用
・商業、住宅開発

天神地区
・天神地区機能更新（企業誘致・基盤整備）
・天神エリアマネジメント推進
・社有施設等の再開発

筑豊直方

筑
豊

電
鉄

黒崎 小倉 北九州地区
・中心市街地活性化（小倉・黒崎）
・社有地開発
・エリアマネジメント

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み

筑豊地区
・中心市街地活性化等

西鉄二日市

春日原 太宰府

西鉄小郡

太
宰

府
線

西鉄久留米 久留米市
・中心市街地活性化

（街なか居住、商店街再生）
・駅周辺開発
・観光資源を活かしたエリアマネジメント

太宰府市、筑紫野市
・新駅設置、周辺開発
・駅高度利用（二日市、朝倉街道）
・観光資源を活かしたエリアマネジメント

コンパクトな
まちづくりによる

社会全体の
環境負荷低減

天神をはじめとした福岡都心部・北九州都心部の街づくり推進
鉄道バス沿線活性化の推進と旅客需要の創造

春日市、大野城市
・高架事業と合わせた街づくり

西鉄柳川
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地域ニーズを捉えたストア店舗運営と店舗網充実

地域マーケットビジネスの高品質化・高付加価値化

③③ 地域に密着した生活サポートサービスの充実地域に密着した生活サポートサービスの充実

スーパーマーケットの店舗網
（０８年９月末：５６店舗）

北九州市

福岡市

福岡県域トップクラスの売上規模へ

地域密着戦略

・ 地域ニーズの掘り起こしと細やかな対応

・ 地産地消推進による安全で高品質な『食』の提供

ドミナント出店（※）戦略

・ 福岡県域、福岡県周辺でのドミナント出店

・ グループ全体での高度利用を見据えた

Ｍ＆Ａの活用

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み

（※） ドミナント出店・・・出店場所を一定のエリアに限定・集中させることで、競争優位を図る出店方法

フードマイレージの
削減による

環境負荷低減
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地域密着拠点としてグループ事業の複合集積を推進

地域マーケットビジネスの高品質化・高付加価値化

バス乗継ターミナル

託児所・保育園 介護サービス拠点

生鮮ストア

旅行カウンター

地域医療施設

地域公共サービス拠点

ストア来客用駐車場
パーク＆ライド駐車場 賃貸住宅

シニア向け住宅

上層：住宅駐車場

下層：バス駐車場

分譲マンション

住宅周りサービスカウンター

バス営業所

バス営業所等の高度利用

③③ 地域に密着した生活サポートサービスの充実地域に密着した生活サポートサービスの充実

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み

複合化による利便性向上
（グループ施設や商業、
公共サービスの併設）

タクシー乗場

交通機能の結節強化

沿線居住の推進

戸建住宅
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① 総合ロジスティクスプロバイダー化の推進

・ 海運フォワーダー事業の拡大

・ ロジスティクス（３ＰＬ）事業の拡大

・ 陸運事業者との提携推進

② 国際ネットワークの拡充

・ 新興国を中心とした拠点網拡大

・ 海外法人のローカライゼーション（現地化）推進

・ 日本人海外勤務者の確保育成と海外採用者の管理者育成

③ 高品質なソリューション提供力の強化

・ 国際品質規格の取得推進

・ 人材の育成と技能伝承

国際物流ビジネスの積極展開

海運

ロジ

航空
貨物

国際物流
ビジネス

国際物流
ビジネス

国際物流ビジネスの積極展開

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み
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国際物流ビジネスの積極展開 -航空貨物市場の長期成長予測-

アジア⇔北米

年率 ７．１％
欧州⇔アジア

年率 ６．９％

アジア域内

年率 ８．６％

荷主のＳＣＭ（※）確立や原油価格の高騰で航空貨物の海運シフトが進むが、
中国等新興国経済の発展が牽引し、年平均約６％の成長が見込まれる

2005～2025年 データ出所： ボーイング社「2006/2007年世界航空貨物市場予測」

（※） ＳＣＭ・・・サプライ・チェーン・マネジメント
物流システムをある一つの企業の内部に限定することなく、複数の企業間で統合的な物流システムを構築し、
経営の成果を高めるためのマネジメントのこと

国際物流事業営業収益推移（連結）

484 490
552

582

740 757

02年 03年 04年 05年 06年 07年

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み

年率１０％増

欧州⇔北米

年率 ５．４％

中国国内

年率 １０．８％

（単位：億円）
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フォワーダー インテグレーター

・ 製造業等の法人を対象

・ 特定エリア集中サービス

国際物流ビジネスの積極展開 -国際物流事業のターゲットと物流ニーズ-

法人大口需要（ノーマルカーゴ）を中心にオーダーメードの物流サービスを提供

パッケージ化された全世界システム

・ 速達性

・ 全世界ネットワーク

・ 均一・手軽なサービス

・ 一般企業、個人を対象

・ 全世界ネットワークサービス

スモールパッケージ
（小口貨物）

ノーマルカーゴ
（大口貨物）

オーダーメードの物流ソリューション
・ 陸海空一貫輸送、倉庫管理

・ 特定エリアのネットワーク

・ ＳＣＭニーズに応じた高品質なサービス

（ＦｅｄＥｘ、ＵＰＳ、ＤＨＬ等）

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み
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・ 専門人材積極採用
・ 海運フォワーダー提携

国際物流ビジネスの積極展開

・ 倉庫拡充
・ 陸運業者との提携

海運・ロジスティクス事業の拡大

航空貨物航空貨物

総売上比 80％

ロジスティクスロジスティクス

海運海運

総売上比 7％

総売上比 13％

①① 総合ロジスティクスプロバイダー化の推進総合ロジスティクスプロバイダー化の推進

10%
20%

70%

航空貨物 海運 ロジスティクス

7%

80%

13%

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み

→ 70％

→ 10％

→ 20％
２００８年

２０１８年
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国際物流ビジネスの積極展開

・ 中国、アジア域内、東欧・ロシアを中心に２０拠点開設
・ 日本以外の三国間貨物の獲得（海外法人のローカライゼーション強化）

： 海外現地法人（本店）

： 海外現地法人（支店）

： 駐在事務所

海外売上比率７０％の実現

※ 海外２１ヶ国６６都市〈現地法人、駐在事務所〉

国内５１拠点 （０８年９月末現在）

②② 国際ネットワークの拡充国際ネットワークの拡充

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み
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１） ＩＳＯの品質マネジメントシステム規格 「ＩＳＯ９０００シリーズ」

ＩＳＯ取得済
米国、英国、ドイツ、香港、シンガポール、マレーシア、台湾、日本、タイ、上海

国際物流ビジネスの積極展開

２） ＴＡＰＡ（輸送資産保護協会）認証

ＣＬＡＳＳ Ａ取得済
・ 香港
・ シンガポール
・ 米国
・ 日本

TAPA(TRANSPORTED ASSET PROTECTION ASSOCIATION）
ハイテク製品の保管・輸送中に紛失及び盗難などの被害に伴う
損失防止を目的として１９９７年に米国で創設され、ヨーロッパ
やアジアに拠点を展開した非営利団体。
ＣＬＡＳＳ Ａ認証は、最も厳格なセキュリティ基準を満たした施設
に与えられる。

③③ 高品質なソリューション提供力の強化高品質なソリューション提供力の強化

３） ＡＥＯ制度認定

ＡＥＯ運送者制度の認定
について日本法人取得
申請中

AEO(Authorized Economic Operator）
民間企業と税関のパートナーシップを通じて国際貿易における
安全確保と円滑化の両立を図る制度。貨物のセキュリティ管理と
コンプライアンスの体制が整備された者として、税関より認定さ
れた事業者。

国際的な品質規格・認証の取得推進 -世界大手メーカーの入札基準変化への対応等-

・ 上海
・ マレーシア
・ タイ

<取得推進する品質規格・認証>

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み
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① ＩＣカード「ニモカ」の地域通貨としての地位確立

③ 地域マーケットビジネスノウハウの域外展開

時代の変化を捉えたグループ連携による新たな取り組み

新しい価値創造への挑戦

新しい
事業価値

創造

②

新しい価値創造への挑戦

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み
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新しい価値創造への挑戦

■加盟店数の拡大

・ 九州他地域への積極的展開

■相互利用の拡大

・ ＪＲ九州、福岡市営地下鉄、ＪＲ東日本 他

・ 東アジア圏域主要都市との共通ＩＣカード

■異業種提携の拡大
・ 航空、流通、金融 他

アジア各国の規格に対応できる共通ＩＣ乗車券の開発

香港

シンガポール

韓国

国際相互利用化
（国土交通省実証実験に参画中）

福岡

①①ＩＣＩＣカード「ニモカ」の地域通貨としての地位確立カード「ニモカ」の地域通貨としての地位確立

『グループへの囲い込み』ではなく、グループ
外への加盟店・異業種提携の拡大により、
カードの魅力を向上

利便性向上による地域経済の活性化

・グループ全体の収益拡大（シナジー効果）

・手数料収入の拡大

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み

交通（鉄道・バス）

商業
加盟店
拡大

異業種
提携

相互利用
推進
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新しい価値創造への挑戦

例）
・ 宿泊主体型ホテルの域外展開

広域展開でチェーンホテルとしてのブランド確立へ
（０８年９月末：１０店舗、２，８６７室）

・ バス事業コンサルタント
（運営ノウハウ、ＩＴコンサルティングの提供）

例）
・ インバウンド客向けの魅力的な九州域内ツアー提供

（ホテル、旅行、観光バス等）

・ 海外からの魅力的な商品サービスの導入
（国際物流、流通、外食等）

・ 海外ネットワークを活かした国際感覚に優れた人材の育成

･
･
･

･
･
･

３ 将来ビジョン実現に向けた取り組み

②② 時代の変化を捉えたグループ連携による新たな取り組み時代の変化を捉えたグループ連携による新たな取り組み

③③ 地域マーケットビジネスノウハウの域外展開地域マーケットビジネスノウハウの域外展開
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0

1000

2000

3000

4000

5000

2008年度 2018年度

0

2

4

6

連結営業収益

連結営業利益

ＲＯＡ

5,000億円

300億円

6％

3,715億円

137億円

3.4％

４ 数値目標イメージ

連結営業収益・連結営業利益・ＲＯＡ

連結営業収益

連結営業利益

ＲＯＡ （※）

５，０００億円

６％

３００億円

（※） ＲＯＡ＝営業利益／総資産
総資産はその他有価証券の時価評価による影響及び鉄道の受託工事前受金相当額を除いて算出しています

２０１８年度

積極的な成長投資の実践

成長投資

・ 新しい価値創造投資（宿泊主体型ホテル他）

・ 国際物流ビジネスの拡大投資

・ 流通事業の拡大投資

・ 街づくりに向けた不動産投資（福岡都心・沿線再生）

・ 公共交通の利便性・サービス向上投資

既存事業の継続に必要な投資

安全投資
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将来の見通しの記述について
当該レポートに記載されている西日本鉄道グループの現在の計画、戦略などのうち、過去の事実以外
のものは将来に関する見通しの記述であり、現在入手可能な情報に基づくものであります。こうした
記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を含んだものです。実際の経営成績、
業績などはこのレポートに記載した見通しとは大きく異なる結果となる可能性があります。
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５ ＜参考＞福岡県を中心とした環境変化 （１）

114.5

83.5

96.2

99.8

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

00年 05年 10年 15年 20年 25年 30年

福岡市 北九州市

久留米市 その他

（上記の２つのグラフは、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」より当社にて作成）（上記の２つのグラフは、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」より当社にて作成）

（１）（１） 福岡県内主要都市の将来推計人口福岡県内主要都市の将来推計人口

※※ ００年度対比（００年度＝１００）００年度対比（００年度＝１００）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

00年 15年 30年

（単位：千人）

14歳以下 15～64歳 65歳以上

１７．４％１７．４％ ２４．９％２４．９％ ２８．１％２８．１％

（２）（２） 福岡県の年齢別将来推計人口福岡県の年齢別将来推計人口

※※ ％は総人口に占める６５歳以上の割合％は総人口に占める６５歳以上の割合

１．福岡都市圏への人口集中（圏外における減少）・高齢化の進行１．福岡都市圏への人口集中（圏外における減少）・高齢化の進行
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５ ＜参考＞福岡県を中心とした環境変化 （２）

２．福岡都市圏への都市機能の集積２．福岡都市圏への都市機能の集積

（１）（１） 商業・オフィス等の集積商業・オフィス等の集積

¾¾ 商業商業 ・・・・・・ 天神３百貨店（三越、岩田屋、大丸）、キャナルシティ、専門街天神３百貨店（三越、岩田屋、大丸）、キャナルシティ、専門街 などなど

¾¾ オフィスオフィス ・・・・・・ 金融機関、ソフト系ＩＴ企業金融機関、ソフト系ＩＴ企業 などなど

（２）（２） 集客機能の集積（観光資源）集客機能の集積（観光資源）

¾¾ 文化施設（博多座等）、スポーツ（プロ野球、Ｊリーグ等）、神社仏閣・名所旧跡文化施設（博多座等）、スポーツ（プロ野球、Ｊリーグ等）、神社仏閣・名所旧跡 などなど

（３）（３） 各種学校の集積各種学校の集積

¾¾ 大学、短期大学、専門学校大学、短期大学、専門学校

（参考）（参考） 天神への集積来街者天神への集積来街者

¾¾ １日あたり３０万人（年間１億人）１日あたり３０万人（年間１億人）

■■ 居住地居住地

福岡市内（６０％）、県内（３０％）、県外（１０％）福岡市内（６０％）、県内（３０％）、県外（１０％）

■■ 来街目的来街目的

買物（５０％）、業務他（５０％）買物（５０％）、業務他（５０％）

¾¾ 就業人口就業人口 約１０万人約１０万人

１３．３％１３．３％小売業年間販売額（小売業年間販売額（20072007））

４２．５％４２．５％卸売業年間販売額（卸売業年間販売額（20072007））

５４．８％５４．８％情報ｻｰﾋﾞｽ業売上高（情報ｻｰﾋﾞｽ業売上高（20062006））

５１．３％５１．３％広告業売上高（広告業売上高（20062006））

２７．３％２７．３％国内銀行貸出金残高（国内銀行貸出金残高（20082008））

２９．０％２９．０％大学学生数（大学学生数（F.Y.2008F.Y.2008））

９．７％９．７％人口（人口（20072007））

≪≪主要指標における「福岡市」の主要指標における「福岡市」の
九州８県に対するシェア九州８県に対するシェア≫≫

（出典：（出典：㈶㈶九州経済調査協会「九州経済九州経済調査協会「九州経済20092009」）」）
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５ ＜参考＞福岡県を中心とした環境変化 （３）

福岡福岡

釜山釜山

ソウルソウル

大連大連
北京北京

天津天津

青島青島

南京南京

杭州杭州
上海上海

台北台北

広州広州

香港香港

３．交通インフラ整備による人の動きの変化３．交通インフラ整備による人の動きの変化

（１）（１） 九州新幹線の全線開通（２０１１年）九州新幹線の全線開通（２０１１年）

「博多」～「鹿児島中央」間の主要時間が５２分短縮（２時間１２分「博多」～「鹿児島中央」間の主要時間が５２分短縮（２時間１２分⇒⇒１時間２０分）１時間２０分）

４．アジア（中国・韓国）との交流拡大４．アジア（中国・韓国）との交流拡大

（１）（１） 地理的な近さ地理的な近さ

航空機で３時間以内に到達可能な航空機で３時間以内に到達可能な

都市人口の総和が国内最大（約５，３００万人）都市人口の総和が国内最大（約５，３００万人）

（２）（２） 外国人入国者の増加外国人入国者の増加

（３）（３） 「超広域経済圏構想」（福岡と韓国東南部）「超広域経済圏構想」（福岡と韓国東南部）

0

200
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800

02年 03年 04年 05年 06年

韓国 中国
台湾 その他

（法務大臣官房司法法制調査部（法務大臣官房司法法制調査部 「出入国管理統計年報」より当社にて作成）「出入国管理統計年報」より当社にて作成）

＜＜ 外国人入国者数の推移＞外国人入国者数の推移＞ （単位：千人）（単位：千人）

約63万人約約6363万人万人


